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平成３０年度 鹿屋市立鹿屋東中学校の経営
学校経営目標 『向学の意気に燃え 心身ともに健康で たくましく生きぬく生徒育成する｣

研修テーマ『生徒の自己有用感・仲間意識が発揮される学級・学校づくりをめざして
～学び合いを取り入れた授業展開と共感的人間関係を育む教育活動を通して～

生 形 をつくり 【めざす生徒像】 鹿屋東中の精神

活
指 心 を入れて ☆ 自ら学ぶ生徒 《創造》

針 ☆ 心豊かな生徒 《敬愛》

姿 と成す ☆ 心身を鍛える生徒 《鍛錬》

本校の重点課題
① 学力向上 ② 豊かな心の育成 ③ 健やかな心身の育成

④学級作り，学校づくりの推進

課題解決 に向けた取組

【学習指導の充実】 【生徒指導の充実】

１ 鹿児島学習定着度調査 １ 生徒指導委員会，不登校対策委員会の効
全教科県平均↓・・・市平均上 果的運用と具体的取組（1 日の欠席者 30 人以下）

２ 「東中スタイル」の定着 ２ 人権教育，道徳教育，体験活動の充実
「分かる授業」… 90% （道徳授業の完全実施と人権週間の取組）

３ 家庭学習・自主学習の指導と点検 学 ３ 生徒会活動，部活動の充実
学習の手引きの活用及び徹底 （いじめ撲滅宣言，ＪＲＣ活動の充実）

４ 学習訓練の徹底と「今週の一問」の活用 校 ４ 実態調査と教育相談（年３回調査）

教

１ 学業指導の徹底・・「学習の心得５カ条」 育 １ 「生徒指導の手引き」の解釈の統一及び実践
・１分前着席 ・学習用具 ・学習の躾 ・問題行動，不登校生徒への適切な対処と未

２ 「東中スタイル」の継続 目 然防止対策
・「学び合い」 ・終末の充実（１５分） ２ 道徳授業の指導計画の見直しと評価方法の

３ 「学習の手引き」の活用 標 研究
・家庭学習の充実・学習強調期間（テスト前） ３ 人権週間等の取組，及び生徒会との連携

４ 個別・補充指導の工夫 の ４ 生徒会による自主的な活動の促進
・朝自習 ・土曜授業 ・放課後個別学習 ５ 定期的な教育相談

５ 進路指導，キャリア教育の推進 具 ・教育相談（年３回） ・相談員との連携
・学級活動 ・進路情報 ・職場体験 ６ 居場所のある学級作り

現 ・構成的ｸﾞﾙｰﾌﾟｴﾝｶｳﾝﾀｰの活用 ・学校行事

化
【心身の鍛練の充実】 【教師力向上，家庭連携】
１ 体力・運動能力調査の分析と指導の工夫 を １ 教科指導力の向上
・個々の課題の把握と適切な目標設定 指導法の工夫・改善
・補強運動の工夫・改善 （全学年：県平均上） 目 ２ 校内研修，自己研鑽の充実

２ 魅力ある保健体育授業の工夫 「学びの共同体」の共通実践
・「めあて」の提示と「振り返り」の徹底 指 ３ 小中連携の強化（小中連携担当教員の効果的
・主体的に取り組む保健体育授業の工夫 活用）

３ 安全指導の充実 す ・校区内連絡協議会・情報の共有・相互交流
・交通安全指導の徹底 ４ ＰＴＡ活動の意識の向上
・災害時等における適切な対応 共 ・ＰＴＡとの連携と役割分担

４ 生命尊重・性に関する指導の継続と食育の ・「市Ｐ連」提言を踏まえた家庭教育の推進
推進 通 ５ 学校評議員，信頼のある学校づくりの提言

・学校評価の吟味と学校づくりへの提言活用
実

践
１ 補充運動の強化（保健体育の授業） １ 教科部会の充実と学習指導法改善研修
・計画的・継続的指導の実施 事 ・学力向上ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの計画的推進と事前事後研修

２ 目的を明確にした体力向上の対策 ・共通テスト及び諸テストの作成と効果的活用
・個人カルテ ・個別達成目標 項 ２ 研修班活動の推進

３ 安全訓練の実施と機会を捉えた指導 ３ 連絡協議会の工夫・改善（班活動とのリンク）
・災害等に応じた訓練の実施（年４回） ・魅力ある学校づくりの更なる実践継続
・登下校指導と危険予知能力育成 ４ ＰＴＡ活動の活性化と学級ＰＴＡの工夫
・自転車通学生への安全指導と保険加入の徹底 ５ 地域行事への積極的参加と情報発信

４ 計画的な保健指導の実施
・学級活動 ・保健体育 ・専門職の活用

鹿屋東中ブランドの醸成
新たな歴史の創造と鹿屋東中の伝統の継承


